
授業中
・マスクの着用を原則とする。
・机の間隔を可能な限り広くとり、グループ形
式や対面形式はとらない。
・手をつなぐなどの濃厚接触となるような活
動は行わない。
・換気を徹底する。
・軽いかぜの症状（のどの痛み・咳・発熱）があ
る場合は早期対応をする。

休み時間
・教室入口のドアや窓を開放して換気を行う。
・教室に入る前には石けんによる手洗いを徹
底する。

給 食
・給食前には石けんによる手洗い・アルコール
による手指消毒を行う。
・給食当番の健康観察を確実に行う。
・対面での会食はしない。（全員が前を向い
て食べる。）
・私語はさせない。

放課後
・児童下校後に環境消毒を行う。（※消毒液
は直接噴霧するとウイルスが飛散するため
ペーパータオルに噴霧してから拭く。）

○ 37.0℃未満

手洗い指導後教室へ

ＮＧ
①児童を相談室
に移動待機

②検温を行う

ＯＫ
図工室で手洗いをし
て教室へ

丹生小学校

新型コロナウイルス感染症予防対策
教 室 （担任）

登校
(養護・教務）

Ｒ２校時表（改訂版） ○朝の教職員の動き

7:50 ・校門・横断歩道で出迎え（校長）
8:00 登校 8:00 ・図工室で指導（養護教諭・教務）

検温・手洗い
8:15 8:15 ・教室で指導（担任）

7:30 ・職員室（教頭・校務員）
8:20 朝の会

8:30 1校時 ○授業中の教職員の動き

9:20 ２校時 ・机と机の距離は、床のマス３つ分を目安 ４個×４列で対応
・教える際の児童との距離を考える。(対面にならず平行）

10:05 休み時間 ・授業での交流の仕方を工夫する。
・当面の間、歌や息を使った楽器の指導は行わない。

10:25 ３校時 ・体育ではマスクをとるが、２ｍ以上の間隔をとり、会話は必
要最小限とする。

11:15 ４校時

12:00 給食 ○お昼の教職員の動き

12;45 清掃 ・配膳台、児童へのアルコール噴霧は教員が行う。
・配膳の際の児童の人数を減らし、細かな配膳指導をする。

13:00 昼休み ・必要に応じて、ビニール手袋を使用させる。

13:20 ５校時
○放課後の教職員の動き

14:05 帰りの会 14:10 ６校時
・児童下校後、消毒を行う。場所は以下の通り。

14:20 下校 14:55 帰りの会 ・各教室（担任）
・図書室（図書室事務）

15:10 完全下校 ・廊下、階段、トイレ、水道など（養護教諭＋日直）
・パソコン室（使った担当者）

●新型コロナウイルス感染症受診の目安
☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある

場合

☆重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合

家庭 学校
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× ３7.0℃以上

自宅静養・保護者に連絡早退

＊保健室はケガや体調不良の児童のために使用する。
（コロナ対応の児童を入室させない）

＊菌を洗い流す効果や健康状態を保つため水筒を持参さ
せる。

図工室

①健康チェックカードの回収
②検温・健康状態確認





☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合

☆重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合

（※）高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある方や透析を受けている方、免疫抑

制剤や抗がん剤等を用いている方

☆ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合

（症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますので、強い症状と思う


